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「ユネスコ」とは

国際連合教育科学文化機関。教

育、科学、文化とコミュニケーシ

ョンの分野で協力と交流を通じて

国際平和と人類の福祉の増進を目

指す国際連合の専門機関。

現
在
、
原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産

条
約
に
基
く
世
界
遺
産
に
登
録
す
る

た
め
の
運
動
が
、
百
万
人
署
名
を
軸

に
進
ん
で
い
る
が
、
十
月
の
ユ
ネ
ス

コ
ヘ
の
推
薦
リ
ス
ト
提
出
を
控
え
て

百
万
人
署
名
達
成
が
９
月
達
成
さ
れ

た
。広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
こ
こ
に

至
る
ま
で
に
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
担

っ
て
き
た
。

原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
条
約
の

遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
広
島
市
の
動
き
を
支
援
す
る

た
め
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
ま

ず
６
月
５
日
の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
の
今
年
度
総
会
で
河
村
顧
問
か

ら
次
の
よ
う
な
要
請
書
を
提
案
し
た
。

〈原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺
産

一
覧
表

へ
の
登
録
に
つ
い
て
〉

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、　
一
発
の

原
子
爆
弾
の
投
下
に
よ
り
広
島
の
街

は
廃
墟
と
化
し
た
。
ほ
ぼ
爆
心
直
下

に
あ
っ
た
広
島
産
業
奨
励
館
は
大
破

炎
上
し
た
が
、
奇
跡
的
に
本
屋
の
一

部
は
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
、
い
つ
し
か

原
爆
ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
原
爆
ド
ー
ム
を
核
兵
器
に
よ

る
惨
禍
を
物
語
る
証
人
と
し
て
、
ま

た
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平

和
実
現
を
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

永
久
に
保
存
し
、
後
世
に
引
き
継
ぐ

べ
き
世
界
の
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し

て
位
置
づ
け
る
た
め
、
「世
界
の
文

化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関

す
る
条
約
」
で
保
護
す
る
世
界
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

こ
の
た
め
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
は
文
化
庁
並
び
に
ユ
ネ
ス
コ
本

部
に
強
力
に
働
き
か
け
る
運
動
を
展

開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
。

総
会
で
は
本
提
案
が
採
択
さ
れ
、

理
事
会

（栗
野
鳳
理
事
長
）

へ
付
託

し
て
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

次

い
で
６
月
７
日
、
広

ユ
協
は
広

島
弁
護
士
会
ら
と

「原
爆
ド
ー
ム
の

世
界
遺
産
化
を
す
す
め
る
会
」
を
結

成
し
て
参
加
、
署
名
活
動
を
展
開
し

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
百
万
人
の
円
標
達
成

は
現
実
と
な
り
、
９
月
末
の
集
約
を

経
て
１０
月
中
旬
、
政
府
、
国
会

へ
提

出
す
る
予
定
で
あ
る
。

当
協
会
で
は

一
行
を
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
等
で
熱
列
歓
迎
し
つ
つ
、
原
爆
慰

霊
碑
献
花
、
原
爆
資
料
館
見
学
、
広

島
大
学
附
属
東
雲
小

・
中
学
校
、
広

島
市
教
育
委
員
会
訪
間
、
マ
ツ
ダ
見

学
を
計
画
し
て
い
る
。
「民
間
交
流

が
双
方
に
発
展
を
促
す
」
（中
国
国

際
交
流
協
会
李
滑
副
会
長
挨
拶
＝
昨

年
の
締
結
式
で
）
ま
た
と
な
い
三
日

間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

〈代
表
団
の
皆
さ
ん
〉
（敬
称
略
）

団
町
　
文
詰

（北
京
市

ユ
協
会
顧

問

・
北
京
市
教
育
局
副
局

長
）

団
員
　
楊
宗
志
（北
京
市
ユ
協
理
事
）

糞
茂
林
（北
京
市
ユ
協
理
事
）

何
秀
玲

（北
京
教
育
学
院
ユ

ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
理
事
）

魏
徳
純

（北
京
市
八

一
中
学

校
副
校
長

・
同
中
学
校
ユ
ネ

ス
コ
ク
ラ
ブ
主
幹
）

趙
長
安

（深
洲
市
教
育
国
際

交
流
協
会
副
秘
書
長
）

通
訳
　
牛
梅
莉

（北
京
市
民
族
職
業

高
校
教
員
）

北
京
ユ
協
訪
日
団

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

日
時
　
１０
月
１２
日

（火
）
１８

・
３０

会
場
　
広
島
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

会
費
　
エハ
千
円

中
国
代
表
団
七
人
が
来
広

第
２
次
姉
妹
協
定
の
初
年
度
に

老
朋
来
た
る
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
は
、
１０
月
１０
日
、
文
団
長
以
下
の

中
国
ユ
ネ
ス
コ
訪
日
団
を
迎
え
て
日

中
友
好
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

今
回
の
来
日
は
、　
一
九
八
八
年
締

結

（発
効
翌
年
。
有
効
四
年
間
）
さ

れ
、
昨
年
再
締
結
さ
れ
た
第
２
次
日

中
ユ
ネ
ス
コ
友
好
姉
妹
協
会
協
定
に

基
く
も
の
で
、
そ
の
初
年
度
の
協
定

実
行
で
あ
る

（協
定
は
隔
年
に
相
手

国
を
訪
間
す
る
と
な
っ
て
い
る
）
。

協
定
締
結
前
を
含
め
て
訪
日
団
を

迎
え
る
の
は
今
回
で
四
度
目
に
な
る

が
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
限
ら
れ
て
い

た
北
京
市
関
係
機
関
の
メ
ン
バ
ー
に

加
え
て
新
た
に
深
釧
市
の
顔
ぶ
れ
が

あ
り
、
中
国
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
連

動
の
拡
が
り
を
示
す
も
の
と
言
え
よ

ｎヽノ。
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一
九
八
八
年

一
月

（備
前
焼
作
家

藤
原
雄
氏
）
か
ら
始
ま
っ
た
国
際
交

流
サ
ロ
ン
は
、
回
を
重
ね
て
先
月
九

月
開
催
の
会
で
４５
回
目
を
重
ね
た
。

一
杯
の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
世
界

に
目
を
開
く
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
会

〈講
師
の
お
話
の
ほ
か
に
、
ご
持
参

の
現
地
の
資
料
も
紹
介
さ
れ
る
〉

（第
４５
回
サ
ロ
ン
か
ら
）

員
の
皆
さ
ん
に
好
評
。

今
年
度
上
半
期
の
経
過
は
次
の
と

お
り
。
▽
第
４２
回

・
５
月
２２
日

「韓
国
人

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
＝
桂
烈
坤
広

島
大
学
客
員
研
究
員
。
日
本
学
術
振

興
会
外
国
人
特
別
研
究
員

（韓
国
文

部
省
社
会
国
際
局
長
、
ソ
ウ
ル
特
別

市
教
育
長
な
ど
の
経
験
を
も
と
に
韓

国
人
の
精
神
と
風
土
を
聞
く
）
。

▽
第
４３
回

・
５
月
２６
日

「留
学
生

活
ア

・
ラ

・
カ
ル
ト
」
＝
和
田
之
織

さ
ん

（オ
ル
ガ
ン
奏
者
。
エ
リ
ザ
ベ

ト
音
大
大
学
院
生
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア

・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
等
で
の
音
楽
修

業
と
現
地
の
音
楽
事
情
、
生
活
体
験

に
つ
い
て
。
演
奏
も
披
露
）
。

▽
第
４４
回

・
７
月
２４
日

「
日
本
人

の
考
え
方
、
中
国
人
の
考
え
方
」
＝

杏
国
棟
広
島
大
学
文
学
部
外
国
人
教

師

（北
京
外
国
語
学
院
日
本
語
学
部

と
日
本
で
の
日
本
文
学
研
究
を
も
と

に
夏
目
漱
石
と
魯
迅
と
の
対
比
な
ど

文
学
論
、
そ
の
ほ
か
）
。　
　
　
‐

▽
第
４５
回

・
９
月
４８
日

「
ル
ー
マ

ニ
ア
と
ブ
カ
レ
ス
ト
管
弦
楽
団
」
＝

光
井
安
子
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
助
教

授
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者

（ル
ー
マ
ニ

ア
の
歴
史
、
地
理
、
民
族
を
は
じ
め

チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
下
の
政
治
と

国
民
の
暮
ら
し
、
文
化
行
政
等
、
そ

し
て
同
政
権
崩
壊
後
の
そ
れ
ら
の
変

化
に
つ
い
て
。
と
り
わ
け
音
楽
事
情

に
つ
い
て
）
。

わ
が
国
と
宿
世
の
関
わ
り
を
も
つ

隣
国
の
首
都
ソ
ウ
ル
は
、
遷
都
六
百

年
を
迎
え
る
。
２．
世
紀
に
羽
ば
た
く

韓
国
の
素
顔
が
見
た
い
と
、
信
井
副

会
長
を
団
長
に
、
中
谷
、
由
田
両
理

事
を
含
む

一
行
十
八
名
が
、
ソ
ウ
ル

を
訪
ね
た
の
は
、
光
復
節

（韓
国
の

独
立
記
念
日
）
の
翌
日
で
あ
っ
た
。

森
に
囲
ま
れ
た
ホ
テ
ル
新
羅
に
旅

装
を
解
く
と
、
李
王
朝
時
代
の
歴
史

が
息
づ
く
景
福
宮
を
見
学
。
奥
ま
る

一
隅
が

『聞
妃
暗
殺
』

の
舞
台
。

「明
成
皇
后
殉
国
崇
慕
碑
」
の
前
で

は
、
誰
も
言
葉
を
失

っ
て
い
た
。
暮

れ
な
ず
む
コ
リ
ア
ハ
ウ
ス
の
伝
統
料

理
と
古
典
舞
踊
で
、
そ
ぞ
ろ
旅
情
を

満
喫
。
第
二
日
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配

の
表
徴
だ
と
、
解
体
移
築
が
き
ま
っ

た
国
立
中
央
博
物
館

（旧
朝
鮮
総
督

府
）
な
ど
の
見
学
。
ソ
ウ
ル
ロ
抜
き

通
り
に
、
八
階
建
て
の
ビ
ル
を
構
え

る
ュ
ネ
ス
コ
会
館
を
、
信
井
副
会
長

と
末
野
常
任
理
事
が
表
敬
訪
間
。
ソ

ウ
ル
ユ
ネ
ス
コ
協
会
長
で
、
韓
国
ユ

ネ
ス
コ
連
盟
副
会
長
も
兼
ね
て
お
ら

れ
る
趙
哲
華
氏
は
、
韓
国
赤
十
字
で

は
知
ら
れ
る
温
厚
な
紳
士
。

第
三
日
は
自
由
行
動
。
希
望
者
だ

〈右
か
ら
信
井
副
会
長
、　
一
人
お
い

て
趙
ユ
協
会
長
、
末
野
常
任
理
事
～

ソ
ウ
ル

・
ユ
ネ
ス
コ
会
館
前
〉

け
で
、
大
田
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
鶴
に
足
を
伸

す
。
近
く
に
天
文
字
宙
科
学
研
究
所

な
ど
の
恒
久
施
設
も
あ
る
広
大
な
研

究
団
地
が
会
場
。
人
気
の
パ
ピ
リ
オ

ン
周
辺
で
は
、
弁
当
を
ひ
ろ
げ
る
家

族
連
れ
も
い
て
、
野
遊
び
気
分
の
見

物
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

帰
路
の
機
中
、
ふ
と
今
年
の
平
和

音
楽
祭
で
、
受
賞
し
た
或
る
作
詞
者

の
言
葉

「…
…
隣
に
い
る
人
と
手
を

取
り
、
一肩
を
組
む
こ
と
だ
」
を
思
い

出
し
た
。
　

（広
ュ
協
常
任
理
事
）

こ
の
度
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が

呼
び
掛
け
ら
れ
た

「
パ
リ
日
本
文
化

祭
と
ジ
ェ
ネ
ー
ヴ
の
旅
」
に
参
加
し

８
日
間
の
楽
し
い
体
験
を
し
た
。

会
員
で
な
い
私
が
加
わ
っ
た
の
は

パ
リ
で

「
ヒ
ロ
シ
マ
国
際
ア
マ
チ
ュ

ア
映
画
祭
」
受
賞
作
品
が
上
映
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
機
会
に
初

め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
物
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

５
月
９
日
に
広
島
を
発
ち
、
映
画

が
誕
生
し
て
百
周
年
の
、
映
画
発
祥

の
地
パ
リ
に
到
着
し
た
時
の
胸
の
高

鳴
り
は
今
も
覚
え
て
い
る
。
パ
リ
の

ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
は
広
島
ご
出
身
の

平
山
郁
夫
画
伯
を
囲
む
昼
食
会
に
臨

み
、
そ
の
後
、
文
化
祭
の
一
環
と
し

て
開
か
れ
た
上
映
会
で
は
、
広
島
の

原
爆
被
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

は
じ
め
数
本
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

異
国
の
地
で
、
し
か
も
外
国
人
の
中

で
日
本
の
作
品
を
見
て
い
る
と
、
外

国
人
に
は
解
り
難
い
日
本
独
特
の
精

神
風
土
が
ど
れ
だ
け
受
け
入
れ
ら
れ

た
か
な
ど
が
気
に
な
っ
た
。

平
山
、
東
山
魁
夷
絵
画
展
な
ど
の

見
学
そ
し
て
パ
リ
市
内
遊
覧
な
ど
慌

た
だ
し
い
３
日
間
を
過
ご
し
、
陸
路

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
訪
れ
た
。現
地
で
は
、

レ
マ
ン
湖
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
に
収
め
つ
つ
堪
能
し
、
世
界

史
の
舞
台
と
も
な
っ
た
欧
州
国
連
本

部
も
訪
ね
た
。

加
藤
朗

一
団
長
以
下
ユ
ネ
ス
コ
の

皆
さ
ん

一
二
名
の
旅
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
良
く
最
高
で
あ
っ
た

（Ｕ
）
。

45回を迎えた

国際交流サロン

韓
国
ユ
ネ
ス
コ・
ツ
ァ
ー

末

野

　

忍
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本
誌

一
頁
に
記
載
し
た
原
爆
ド
ー

ム
の
世
界
遺
産
化
の
た
め
の
参
考
資

料
と
し
て
世
界
遺
産
条
約
を
紹
介
す

Ｚ一
。

□
条
約
の
目
的
と
意
義

世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産

が
年
月
の
経
過
に
よ
る
衰
亡
に
加
え

人
口
の
増
大
、
社
会
経
済
の
発
展
に

伴
う
急
速
な
産
業
化
及
び
都
市
化
、

大
気
及
び
水
質
の
汚
染
な
ど
の
進
行

に
よ
る
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
破
壊

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
、
人
類
全
体
の
た
め
に
普
遍
的

価
値
を
有
す
る
こ
れ
ら
の
遺
産
を
国

際
的
な
協
力
に
よ
っ
て
保
護
す
る
た

め
の
効
果
的
な
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
（１
９

７
２

・
１１

・
１６
　
第
１７
回
ユ
不ヽ
ス
コ

公い
〈ム
）

□
経
過

１
９
７
２
年
日
本
を
含
め
た
ユ
ネ

ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

百
余
か
国
が
批
准
し
て
い
る
。
日
本

は
１
９
９
２
年
６
月
３０
日
に
批
准
し

一
二
五
番
目
の
締
結
国
と
な
っ
た
ｃ

（９
月
３０
日
条
約
発
行
）

所
管
の
文
化
庁
は
世
界
遺
産
第

一

次
リ
ス
ト
に
文
化
遺
産
で
は
法
隆
寺

と
姫
路
城
、
自
然
遺
産
で
は
屋
久
島

及
び
白
神
山
地
を
国
内
推
薦
リ
ス
ト

に
搭
載
し
て
い
る
。

□
既
登
録
遺
産

（抜
粋
）

Ａ
文
化
遺
産

タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
　

（イ
ン
ド
）

ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ル
（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡

（タ
イ
）

敦
違
の
石
窟

（中
国
）

モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
（パ
キ
ス
タ
ン
）

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所

（ポ
ー
ラ
ン
ド
）

Ｂ
自
然
遺
産

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
国
立
公
園

（タ
ン
ザ
ニ
ア
）

ビ
ク
ト
リ
ア
滝

（ザ
ン
ビ
ア

・
ジ
ン
バ
ブ
エ
）

グ
ラ
ン
ド
キ
ヤ
ニ
オ
ン
国
立
公
園

（ア
メ
リ
カ
）

ド
ナ
ウ
河
の
三
角
州（ル
ー
マ
ニ
ア
）

「
ヒ
ロ
シ
マ
ユ
ネヽ
ス
コ
」

復
刻
版
発
行

今
年
、
広
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
結

成
、
２０
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ユ
ネ
ス
コ
」

（機
関
紙
）
の
創
刊
号
か
ら
第
３２
号

ま
で
を
集
め
た
復
刻
版

（Ｂ
５
判
、

百
二
十
二
ペ
ー
ジ
）
を
こ
の
ほ
ど
発

行
し
た
。
現
在
、
図
書
館
等
に
送
付

し
て
い
る
が
、
会
員
以
外
の
方
で
希

望
の
向
き
は
事
務
局
へ
ど
う
ぞ
。

一
九
九
三
年
度
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
総
会
を
５
月
２２
日
、
広
島
市
国
際

青
年
会
館
で
開
催
し
、
年
度
計
画
と

予
算
を
審
議
、
決
定
し
た
。
ま
た
、

規
約
に
つ
い
て
は
、
総
会
の
開
催
時

期
を

「年
度
初
め
」
と
規
定
、
役
員

の
任
期
を

「
２
年
」
と
改
め
た
。

新
役

員

メ
ン
バ

ー

又

は
新
廷

名
誉
会
長
　
平
岡
　
敬

顧
間
　
　
　
水ヽ
井
滋
郎
、
沖
原
　
豊

古
川
浩
司
、
河
村
盛
明
、

倉
田
信
雄

会
長
　
　
　
松
原
博
臣

副
会
長
　
　
加
藤
朗

一
、
信
井
正
行

深
崎
敏
之
※
伊
東
亮
三

理
事
（教
育
活
動
〉
常
任
＝
太
鼓
矢

普
本
家
正
文
、
上
本
忠
則
。
理

事
＝
溝
上
　
泰
、
平
岡
豊
恵
。

※
米
山
幸
夫

（組
織
活
動
〉
常
任
＝
山
崎
克

洋
、
北
川
健
二
、
藤
森
　
巌
。

理
事
＝
瀬
田
　
洋
、水
野
文
隆
、

上
田
義
文

〈文
化
活
動
〉
常
任
＝
新
川
貞

之
、
末
野
　
忍
。
理
事
＝
中
谷

美
保
子
。
※
光
田
　
鉢
、
住
川

典
文〈国
際
交
流
活
動
〉
常
任
＝
永

田
龍
男
、
藤
井
正

一
、
長
追
凱

朗
。
理
事
＝
熊
崎
賢
三
、
由
田

千
鶴
子
。
※
今
中
圭
介

〈広
報
活
動
〉
常
任
＝
亀
井

章
、
内
田
憲
至
。
理
事
＝
山
本

隆
信
、藤
井
孝
行
。
※
中
道
紘
二

（平
和
活
動
〉
常
任
＝
高
橋
昭

博
、
古
田
碩
永
、
竹
沢
臣
子
。

理
事
＝
木
原
　
一元
、木
村
進
匡
。

※
松
岡
盛
人

〈事
務
〉局
長
（兼
）
信
井
正
行
。

常
任
理
事
＝
上
橋
穏
詔
、
西
村

憲
治
。
理
事
＝
国
田
　
繁
。
※

岡
平
裕
次

（幹
事
￥
口岡
尊
治
、成
田
鍼
雄

九

九

二
年

度

総

会

新

役

員
選

出
、
規

約

一
部

改

正
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ぐ

だ

０

無

る

Ｏ

Ｓ

で

ツ

ぶ

ぐ

２

５

ぐ

２

１

意

と

ゆ

照

で

城

８

で

東
南
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の

暖
か
い
心
に
触
れ
て

永

田

龍

男

ツ

も

や

ン

も

ぐ

あ

わ

魚

Ｚ

ゆ

Ｒ

と

り

ヽ

そ

”

巡

ぐ

以

δ

ぐ

％

０

８
月
２．
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
十
日
　

応
待
に
ホ
ツ
と
す
る
思
い
だ
っ
た
。

間
、
第
３
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ
高
校
生
　
　
次
に
生
徒
達
が
心
な
ご
ま
せ
た
の

海
外
研
修
の
生
徒
引
率
で
マ
レ
ー
シ
　

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
古
都
マ
ラ
ッ
カ
。

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
　

落
ち
着
い
た
街
の
た
た
ず
ま
い
も
さ

ア
を
訪
れ
た
。
団
長
は
深
崎
敏
之
副

　

る
こ
と
な
が
ら
、
道
行
く
人
び
と
も

会
長
、
生
徒
数
は
八
名
で
あ
っ
た
。　
　
気
軽
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
赤
壁

詳
細
は
い
ず
れ

「海
外
研
修
報
告
」
　

の
マ
ラ
ッ
カ

・
キ
リ
ス
ト
教
会
前
の

の
冊
子
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
の
　

小
広
場
で
の
交
歓
風
景
は
印
象
的
で

で
、
今
回
は
こ
の
十
日
間
の
い
く
つ
　

あ
つ
た
。
ベ
チ
ャ
を
職
業
と
す
る
６８

か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
に
と
ど
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

海
外
旅
行
が
初
体
験
の
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
達
の
心

の
緊
張
を
、
ま
ず
と
き
ほ
ぐ
し
て
く

れ
た
の
が
、
第

一
夜
、
ク
ア
ラ
・
ル

ン
プ
ー
ル
で
の
夕
食
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
氏
の
推
奨
で
と
っ
た
料
理
は

「生

畑
ま
た
は
火
畑
」、
英
語
で
は
４
８
甲

ｇ
，計

（蒸
気
汽
船
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
だ
っ
た
。
薬
草
入
り
の
ス
ー
プ

を
用
い
た
魚
介
類
と
野
菜
の
シ
ャ
ブ

シ
ャ
ブ
、
と
い
う
説
明
で
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
味
覚
に
ビ
タ
リ
と

一
致
し
、

生
徒
た
ち
も

「お
い
し
い
」
を
連
発

し
つ
つ
鍋
を
空
に
し
た
。
露
店
の
よ

う
な
開
放
的
な
雰
囲
気
、
庶
民
的
な

「
歓

迎

広

島

ユ
ネ

ス

コ
協

会

」

の

横

断

幕

の

前

で

＝

ク

ス

マ

・
サ

ヒ

ド

・

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

（
ソ

ロ

、

イ

ン

ド

不ヽ

ンヽ
ア

）

歳
の
お
じ
さ
ま
が
、
ベ
チ
ャ
に
乗
っ

て
い
る
姿
を
記
念
撮
影
し
な
さ
い
、

と
生
徒
に
話
し
か
け
て
き
た
の
が
発

端
で
あ
る
。
生
徒
は
次
々
に
応
じ
て

さ
か
ん
に
シ
ャ
ツ
タ
ー
音
を
響
か
せ

る
。
眼
を
細
め
て
慈
父
の
よ
う
な
暖

か
い
眼
差
し
で
見
守
る
お
じ
さ
ま
。

そ
の
内
に
、
生
徒
達
か
ら

「お
じ
さ

ま
も
入
っ
て
！
」
一肩
を
組
み
合
い
、

は
じ
け
る
笑
声
が
、
ま
わ
り
に
憩
う

人
び
と
の
頼
に
微
笑
を
呼
び
、
そ
の

輪
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
結

局
そ
の
お
じ
さ
ま
は
商
売
そ
っ
ち
の

け
で
、
小
半
刻
を
私
た
ち
の
た
め
に

費
し
て
く
だ
さ
つ
た
。
日
本
占
領
時

代
の
、幼
少
の
頃
の
思
い
出
を
、心
を

こ
め
て
語
り
、
愛
国
行
進
曲
を
日
本

語
で
披
露
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

交
歓
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
研
修
の

最
終
地
、
バ
リ
島
で
訪
れ
る
。
現
地

の
青
年
六
人
が
三
台
の
車
を
駆
っ
て

私
た
ち
を
海
水
浴
に
連
れ
て
い
つ
て

く
れ
た
。
彼
ら
は
私
の
知
人
の
四
兄

弟
と
そ
の
従
弟
た
ち
な
の
だ
が
、
ま

ず
日
本
人
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
の

な
い
と
思
わ
れ
る
パ
ダ
ン
バ
イ
と
い

う
寒
村
の
海
岸
が
目
的
地
だ
っ
た
。

彼
ら
の
信
仰
上
の
理
由
と
、
文
化
の

違
い
か
ら
く
る
鯉
嬬
に
よ
つ
て
、
往

復
四
時
間
を
要
す
る
遠
距
離
を
、
護

送
車
を
思
わ
せ
る
固
い
座
席
に
ス
シ

詰
め
に
さ
れ
て
の
強
行
軍
で
あ
つ
た

が
、
着
い
て
か
ら
の
交
歓
は
生
徒
達

の
心
に
深
い
印
象
を
刻
み
つ
け
た
よ

う
で
あ
る
。
言
葉
は
わ
か
ら
な
く
と

も
、
彼
ら

の
持
参
し
た
簡
易

シ

ュ

ノ
ー
ル
の
使

い
方
を
教
わ

っ
て
早
速

ト
ラ
イ
し
た
り
、
た
だ
ワ
イ
ワ
イ
と

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
り
、　
一
緒
に
カ

メ
ラ
に
お
さ
ま

つ
た
り
、
太
陽
は
西

に
傾
き
、
わ
ず
か
１
時
間
余
り
で
は

あ

っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
彼
ら
の
好

意
の
底
に
あ
る
暖
か
い
友
情
を
し

つ

か
り
と
う
け
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。

（広

ユ
協
常
任
理
事
）

国
際
理
解
の
研
究
提
起
さ
る

こ
の
ほ
ど
当
協
会

へ
文
部
省
ユ
ネ

ス
コ
係
経
由
、
日
ユ
協
連
か
ら

「国

際
理
解
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
調

査
研
究
」
の
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
ど
の

よ
う
な
事
業
内
容
を
選
定
、
実
施
し

て
い
く
か
を
聞
う
も
の
で
、
目
下
、

そ
の
対
応
を
検
討
中
で
あ
る
。

ルーマニアロ立
ブカレスト0

創立 107年 の、 ヨーロッパで も長
い伝統 をもつ名門管弦楽団。チャウ

シェスク政権下、西側での公演はほ

とんどなかったが、待望の日本演奏

会が実現 した。

国内 10都市で公演 が行 なわれる
が、被爆地広島の公演はユネスコ・

チヤリテイー・ コンサー トとして催

され、出演料の一部がパ リのユネス

コ本部を通 じて外国戦地の教育資金

として贈 られる。

時 11月 5日 (金)18時 30分
場 広島国際会議場フェニラク
スホール

フィJレハーモニー管弦楽団

曲 ロ モーッァル ト/交響 曲第41
番 「ジュ ピター」。 J S
バ ッハ/ブランデ ンブルク

協奏曲第 5番。ベー トヴェ
ン/交響曲第 5番「運命」

金監誉寺りヽ  一―舟t  4,000F月

弓奎J三  3,000F]

主 催  コンサー ト実行委員会
広島ユネスコ協会

◎鑑賞ご希望の会員はユネスコ事務

局へお問い合せ ください。
日

本
ム


